
 

 

 

 

 



 パリティチェック 
データに１ビットのパリティビットを追加することで、１ビットの誤りを検出できる。 

     
１の個数が偶数個で送信して、受信側で奇数個になっていたら、送信途中で誤りがあったとわかる。 

 
XOR を組み合わせた回路では、入力の１の数が偶数個の時、出力は０に、 
入力の１の数が奇数個の時、出力は１になる 
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